
　
上
妻
保
育
園
で
12
月
17
日
㈭
、
お
茶
の

淹
れ
方
教
室
が
あ
り
ま
し
た
。
黒
木
町
茶
業

青
年
部
（
古
澤
貴
俊
部
長
）
が
、
子
ど
も
た

ち
に
お
茶
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
月
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
時

季
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
八
女
茶
に
含
ま
れ
る
カ
テ

キ
ン
等
の
成
分
や
効
能
に
つ
い
て
絵
で
確
認

し
た
あ
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
と
青
年
部

に
よ
る
淹
れ
た
て
の
お
茶
を
味
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
八
女
茶
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
八
女
茶
丸
と
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
登
場
。

手
拍
子
に
合
わ
せ
て
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

合
唱
し
ま
し
た
。
古
澤
部
長
は
、「
幼
い
時
期

か
ら
お
茶
に
親
し
み
、
な
じ
ん
で
も
ら
う
こ

と
で
お
茶
離
れ
を
食
い
止
め
た
い
。
も
っ
と

多
く
の
保
育
園
で
こ
う
い
う
取
り
組
み
が
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　立花町飛形山頂の飛形自然公園で12月６
日㈰、「平成27年度飛形自然公園愛樹祭（主
催・八女市、後援・八女市商工会）」があり、
市内外から約150人が参加し、公園愛護活動
を行いました。参加者は班に分かれ、草刈り
や落ち葉かき、樹木せんてい、イノシシが掘
り起こした広場の整地作業などを約２時間に
わたり作業をしました。終了後は、商工会女
性部が作っただご汁とおにぎりに舌鼓を打っ
ていました。

上
妻
保
育
園
で

お
茶
の
淹
れ
方
教
室

憩
い
の
公
園
を
美
し
く

飛
形
自
然
公
園
愛
樹
祭

仲
間
の
思
い
を

た
す
き
に
つ
な
げ
る

　
12
月
６
日
㈰
、
第
29
回
福
岡
県

南
部
小
学
生
駅
伝
八
女
市
く
ろ
ぎ
大

会
が
、
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
八
女
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
駅
伝
男
子
26
チ
ー
ム
、

女
子
19
チ
ー
ム
、
マ
ラ
ソ
ン
に
は
１
６

５
人
が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
は
、
沿

道
か
ら
多
く
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

紅
葉
が
残
る
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
敷
地

内
周
回
コ
ー
ス
を
力
強
く
駆
け
抜
け

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
ラ
ソ
ン
入
賞
者
は
市
内
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）。

【
大
会
結
果
】

▼
駅
伝
男
子

優
勝　

立
石
ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ａ

２
位　

安
武
走
友
ク
ラ
ブ
Ａ

３
位　

芦
屋
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ク
ラ
ブ
Ａ

▼
駅
伝
女
子

優
勝　

芦
屋
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ク
ラ
ブ
Ａ

２
位　

安
武
走
友
ク
ラ
ブ

３
位　

本
城
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ

▼
マ
ラ
ソ
ン
男
子
高
学
年

５
位　

鹿
野
優
（
福
島
小
）

６
位　

大
坪
恒
輝
（
福
島
小
）

少
年
野
球
新
人
戦

「
ふ
く
し
ま
明
訓
」
が
優
勝

　「
八
女
市
少
年
野
球
育
成
会 

新

人
戦
」
が
11
月
21
日
㈯
・
12
月
５

日
㈯
市
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

10
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
来
年
度
の
チ
ー
ム
力
を
占
う

本
大
会
決
勝
に
は
、
ふ
く
し
ま
明

訓
と
長
峰
ク
ラ
ブ
が
勝
ち
上
が
り
、

熱
戦
を
展
開
。
試
合
は
4
対
0
で
、

ふ
く
し
ま
明
訓
が
優
勝
し
ま
し
た
。 

優
勝
　
ふ
く
し
ま
明
訓
　
２
位
　

長
峰
ク
ラ
ブ
　
３
位
　
川
崎
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
・
八
女
嵐

「
北
野
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
」

明
治
旗
争
奪
を
制
す

　
11
月
に
市
内
で
行
わ
れ
た
㈱
明

治
旗
争
奪
少
年
野
球
大
会
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

優
勝
　
北
野
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
　

２
位
　
二
川
ベ
ア
ー
ズ
　
３
位
　

松
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
大
原
少
年
野
球 優勝した「ふくしま明訓」チーム

たすきに思いを込めて走りました

美味しいお茶とクリスマスケーキに大満足

落ち葉を片付ける参加者

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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地
域
独
自
の
農
林
水
産
物
や

食
品
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
た
め
、

新
た
に
始
ま
っ
た
国
の
地
理
的

表
示
保
護
制
度
の
第
１
弾
と
し

て
「
八
女
伝
統
本
玉
露
」
の
登

録
が
決
定
し
ま
し
た
。
12
月
22

日
㈫
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
登

録
産
品
発
表
会
、
登
録
証
授
与

式
に
三
田
村
市
長
、
八
女
伝
統

本
玉
露
推
進
協
議
会
（
久
間
一

正
会
長
）
ら
関
係
者
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
古
賀
勝
裕

同
協
議
会
副
会
長
が
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、「
八
女
伝

統
本
玉
露
」
の
最
高
級
の
う
ま

味
、
香
り
、
外
観
な
ど
の
特
性

や
伝
統
の
技
法
な
ど
を
紹
介
し
、

そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
ピ
ー

ア
ー
ル
。
式
典
終
了
後
、
久
間

会
長
は
首
相
官
邸
を
訪
れ
、
菅

義
偉
官
房
長
官
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　
今
回
「
八
女
伝
統
本
玉
露
」

は
、
夕
張
メ
ロ
ン
や
神
戸
ビ
ー

フ
な
ど
と
と
も
に
、
第
１
弾
の

７
品
目
の
一
つ
と
し
て
登
録
さ

れ
、
お
茶
で
は
全
国
初
の
登
録

と
な
り
ま
す
。
今
回
の
登
録
で
、

「
伝
統
本
玉
露
」
の
付
加
価
値
が

高
ま
り
、
国
内
外
で
さ
ら
な
る

名
声
の
高
揚
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

国
の
地
理
的
表
示
保
護
制
度
に
登
録

八
女
伝
統
本
玉
露

　地域で育まれた伝統と特性を有する農林
水産物・食品のうち、品質、社会的評価その
他の確立した特性が産地と結びついており、
その結びつきを特定できるような名称が付さ
れているものについて、その名称の表示を国
に登録する制度で、平成 27 年12 月22日に
初めて登録。統一（ＧＩ）マークが付与され、
他の産品と差別化が図れる、不正使用は国
が取り締まるなどのメリットがあります。今回、
全国で７つの品目が登録されました。

全
国
で
７
品
目
、茶
で
は
全
国
初
！

登録番号 申請番号 都道府県名 産品名
1 17 青森県 あおもりカシス
2 16 兵庫県 但馬牛
3 15 兵庫県 神戸ビーフ
4 １ 北海道 夕張メロン
5 12 福岡県 八女伝統本玉露
6 5 茨城県 江戸崎かぼちゃ
7 6 鹿児島県 鹿児島の壺造り黒酢

地理的表示保護制度とは

地理的表示制度（Ｈ27年12月22日登録・7産品）

（上）登録番号を開封する三田村市長
（下）登録証を受け取る久間会長

　
八
女
市
お
よ
び
周
辺
市
町
の
中

山
間
地
域
に
お
い
て
、
玉
露
生
産

開
始
（
１
９
０
４
年
）
以
来
行
わ

れ
て
い
る
「
自
然
仕
立
て
」
や
「
わ

ら
資
材
の
棚
被
覆
」、「
手
摘
み
」

に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
生
葉
を
原
料

と
し
た
玉
露
。
立
地
条
件
や
伝
統

的
な
栽
培
方
法
、
高
い
加
工
技
術

の
組
み
合
わ
せ
で
生
産
さ
れ
、
全

国
品
評
会
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を

連
続
受
賞
す
る
な
ど
、
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

八
女
伝
統
本
玉
露
と
はわら資材の棚被覆が施された玉露園

第10回 全国玉露のうまい淹
い
れ方コンテスト

◦日時　3 月13日㈰ / 受付 11 時～ / 開会 12 時～
◦会場　JR 博多シティ（福岡市博多区博多駅）
◦賞金　優勝 10 万円 / 準優勝 5 万円 / 入賞 3 万円
◦募集　〈定員 〉先着 100 人〈参加料 〉1000 円
　　　   〈締切 〉2 月19日㈮ 17 時

◦申込・問い合わせ　第 10 回全国玉露のうまい淹れ方コンテスト実行委員
会事務局（八女市役所 農業振興課）☎ 0943・23・1118

参加者
募集中
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事業名 実施日 事業の説明
くつろぎの森グリーンピア
八女リニューアルオープン

3 月1日
㈰

　温泉館等の大改修を実施。３月１日、リニューアルオープンし集客力のアップを
図ることがでました。

小学校副読本
「八女ふる里学」作成

4 月1日
㈬

　「八女ふる里学（194 ページ、フルカラー）」を作成しま
した。全小学校にて「八女ふる里学」を教材として使用し、
八女のよさを見つけ、ふるさと八女に対する誇りと愛情を
育むことを目的とする授業を実施。八女の自然、歴史、産業、
祭、郷土の先人などに関する学習を深めました。

八女市消防団組織統一
消防団員増で総務大臣
感謝状を受賞

4 月1日
㈬

　合併後５団により組織していた消防団を統一し、団長の下に６支団で組織する
新たな組織改編を実施。また、機能別団員制度を設けるなど団員確保に努めた結
果、全国一の団員増となり総務大臣感謝状を受賞しました。

入学祝金支給事業
スタート

4 月1日
㈬

　児童生徒の入学に対し、小学校は 1人あたり3 万円、中学校は 1人あたり5 万
円を入学祝金として交付。保護者の教育負担の軽減を図り、子育て支援を行うこ
とで、定住促進に努めました。今年度からスタートした事業で、全国的に類をみな
いほど突出した予算規模の事業となりました。 

八女市中学生平和学習
事業（８月５・６日）　
　　　　　　　　　　
　

戦後 70 周年記念事業
「被爆アオギリ二世植樹
式」「平和のつどい」

（８月 30 日）

8月5日㈬
～6日㈭

　　　　
　　　　
　　　　
8月30日

㈰

　８月５・６日、八女市の平和事業の一環として、
各市立中学校から１人、計 10 人の生徒代表を被
爆地広島へ派遣しました。平和記念式典への参加
や平和記念資料館等の見学を通して、戦争の悲惨
さや命の尊さを学びました。
　
　8 月30日、広島市長、福岡県遺族会会長等を
招き、星野村平和の広場において植樹式、おりな
す八女大ホールにおいて朗読劇、中学生派遣団
による広島平和記念式典参加報告、リレートーク、
合唱などを開催。来場者は 1,000 人を超えました。

日米友好の木・ハナミ
ズキ記念植樹式典

10月22日
㈭

　1912 年に日本から米国ワシントンＤＣに桜 3,000 本
を贈って100 年が経過したことを記念し、返礼として
米国から贈られたハナミズキ 30 本を「ホタルと石橋
の里公園」に植樹しました。日系米国人の地位向上な
どに貢献した故ダニエル・イノウエ元米国上院議員の
祖父と父が八女市上陽町（旧横山村）出身である縁
で実現した事業です。

八女市人口ビジョン及
びまち・ひと・しごと創
生総合戦略の策定

10月30日
㈮

　本市で進行する人口減少・少子高齢化に歯止めをかけ、将来の人口展望を示す
とともに、魅力と活力あるまちを実現するため、まち・ひと・しごと創生法に基づき、「八
女市人口ビジョン」と「八女市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。

八女市岩戸山歴史文化
交流館「いわいの郷

さと

」
オープン

11月28日
㈯

　八女市岩戸山歴史文化交流館　「いわい
の郷」のオープンに際し、開館記念式典を
11月28 日㈯に開催。翌 29日㈰から一般
公開し、同時に開館記念イベントを実施し
ました。推計 3,000 人の来場者があり、大
盛況のスタートとなりました。

「八女伝統本玉露」
国の地理的表示登録

12月22日
㈫

　農林水産省が実施する地理的表示の第１弾として、「八女伝統本玉露」が登録
されました。第１弾として登録されたのは全国で７品目。うち、お茶は八女伝統本
玉露のみ。地域で育まれた伝統と、類を見ない優れた品質を有する農林水産物食
品として、GI マークの表示が認められました。※右ページに掲載

茶のくに旅行ツアー
商品販売開始 年　間

　F Ｍ八女観光事業部で３種類の旅行ツアー商品の本格販
売を開始。募集定員を大きく超える1,300 人からの申込み
があり、４月以降 667 人の参加を得ました。（旅する茶のく
にバスツアー・旅する茶のくに週間・八女満喫ツアー）

平成27年の八女市10大ニュース
市役所が選んだ平成27年の八女市10大ニュースです。実施日順に掲載しています。

広報やめ　2016.1.153
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12
月
15
日
㈫
、
福
岡
県
知
事

と
駐
福
岡
総
領
事
・
首
席
領
事

と
の
産
業
観
光
ツ
ア
ー
お
よ
び

意
見
交
換
会
が
八
女
市
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
行
政
施
策

を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会
を
行

う
と
と
も
に
、
海
外
に
地
域
の

産
業
や
観
光
の
魅
力
を
現
地
で

ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
た
め
福
岡
県

が
主
催
し
た
も
の
で
す
。
昨
年

度
初
め
て
北
九
州
市
で
開
催
、

そ
の
第
２
弾
と
し
て
今
年
度
八

女
市
へ
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
川
洋
福
岡
県
知

事
と
福
岡
県
に
総
領
事
館
、
領

事
館
を
置
く
ベ
ト
ナ
ム
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
中
国
、

ア
メ
リ
カ
の
総
領
事
、
首
席
領

事
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

三
田
村
市
長
は
、
意
見
交
換

会
に
出
席
し
、
九
州
北
部
豪
雨

災
害
か
ら
の
復
旧
や
観
光
振
興

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
特
産
品

で
あ
る
八
女
茶
や
伝
統
工
芸
品

な
ど
の
地
域
資
源
、
伝
統
文
化

や
観
光
資
源
の
魅
力
に
つ
い
て

ピ
ー
ア
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

産
業
観
光
ツ
ア
ー
で
は
、
㈱

喜
多
屋
の
酒
蔵
見
学
、
八
女
伝

統
工
芸
館
視
察
、
八
女
福
島
の

町
並
み
散
策
、
㈲
こ
の
み
園
視

察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
手
す
き
和
紙
づ
く

り
体
験
、
日
本
酒
や
八
女
茶
の

試
飲
な
ど
で
、
八
女
の
文
化
や

食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

小
川
知
事
は
、「
福
岡
県
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
あ
り
、
そ

れ
を
各
国
の
皆
さ
ん
に
現
地
で

直
接
見
て
味
わ
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
訪
問

を
契
機
に
、
八
女
市
の
魅
力
を

来
日
さ
れ
る
政
府
要
人
や
貴
国

の
多
く
の
皆
さ
ま
に
ぜ
ひ
お
伝

え
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

中
国
総
領
事
館
副
総
領
事
の

張
梅
氏
は
、「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
八
女
市
の
中
央
大
茶
園
等
を

訪
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
視
察
で
八
女
の
伝
統
文

化
や
地
域
資
源
の
豊
富
さ
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
中
国
で

も
日
本
茶
の
人
気
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
総
領
事
館
と
し
て

も
八
女
茶
を
は
じ
め
、
八
女
の

物
産
、
観
光
資
源
を
中
国
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
、
観
光
客
誘
致
や

経
済
協
力
が
で
き
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
」
と
語
り
ま

し
た
。

八
女
の
魅
力
を
海
外
に
Ｐ
Ｒ

　
　
福
岡
県
知
事
と
駐
福
岡
総
領
事
・
首
席
領
事
が
八
女
市
を
訪
問

①意見交換会で八女市
をＰＲする三田村市長②
八女伝統工芸館で手す
き和紙づくり体験にチャ
レンジ③八女福島の白壁
の町並みを散策④㈱喜
多屋の酒蔵で日本酒の製
造について説明を受ける
⑤㈲このみ園で八女茶

（玉露）と和菓子を味わっ
てもらいました

ピックアップ

①②③

④⑤
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20
年
ほ
ど
前
か
ら
毎
月
、
福
岡
市
内
で
フ
ラ

メ
ン
コ
教
室
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
東
京
と
福

岡
市
の
往
復
だ
け
で
、
な
か
な
か
ふ
る
さ
と
の

八
女
ま
で
足
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
教
室
に
は
八
女
市
在
住
の
生
徒
さ
ん
も

お
り
、
縁
あ
っ
て
２
年
前
か
ら
八
女
市
総
合
体

育
館
で
も
月
に
１
回
教
室
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

舞
踊
生
活
も
長
い
も
の
に
な
り
、
ふ
る
さ
と

八
女
の
地
で
多
く
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
、
語
ら

い
、
楽
し
み
な
が
ら
、
難
し
い
け
れ
ど
奥
の
深
い

フ
ラ
メ
ン
コ
の
魅
力
を
広
く
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
の
思
い
が
ふ
く
ら
み
ま
し
た
。

　

旧
友
や
後
援
会
、
周
囲
の
み
な
さ
ん
の
支
援

等
が
あ
っ
て
、
祖
父
母
が
暮
ら
し
た
白
城
の
里

旧
大
内
邸
の
傍
に
、
ラ
イ
ブ
の
で
き
る
庵
「
て

い
こ
い
白
木
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
12

月
か
ら
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室
を
開
始
す
る
こ
と
が

で
き
、
無
か
ら
有
を
創
る
「
種
」
を

ま
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

フ
ラ
メ
ン
コ
と
聞
け
ば
、
艶
や
か

な
ダ
ン
ス
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
起
源

は
「
歌
」
で
す
。
生
活
の
中
か
ら
自

然
に
生
ま
れ
て
き
た
魂
の
こ
も
っ
た

歌
に
、
ギ
タ
ー
と
踊
り
が
幾
重
に
も

積
み
重
な
っ
て
、
歌
・
ギ
タ
ー
・
踊

り
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
現
在
の
フ
ラ

メ
ン
コ
へ
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

庵
を
拠
点
に
、
お
子
さ
ん
か
ら
シ
ニ

ア
層
ま
で
を
対
象
と
し
た
、
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室

を
開
催
し
、
多
く
の
方
が
フ
ラ
メ
ン
コ
と
出
会

い
、
生
活
の
一
部
と
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 　

私
が
こ
こ
で
教
室
を
行
う
の
は
、
月
１
回
程

度
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
支
援
を
受
け

て
作
っ
た
こ
の
施
設
も
使
わ
な
け
れ
ば
宝
の
持

ち
腐
れ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
は
、
舞
踊

に
取
り
組
む
も
の
と
し
て
、
多
く
の
方
々
に
学

ぶ
場
と
し
て
、
発
表
の
場
と
し
て
、
こ
の
「
て
い

こ
い
白
木
」
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
だ
け
で
な
く
、
キ
ッ
チ
ン

も
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。
フ
ラ
メ
ン
コ
だ
け
で
は

な
く
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
は
じ
め
と
し
た
数
々
の
舞

踊
の
レ
ッ
ス
ン
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
、
発
表
会
や
仲

間
と
の
語
ら
い
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

立花町白木出身のスペイン舞踊家山本壬子さんが、白城の里旧大内邸の傍らにライブができる「て
いこい白木」を作りました。幅広い年代皆さんにフラメンコの楽しさに触れてもらいたいと活動中です。

無
か
ら
有
を
創
る

学
ぶ
場
と
し
て
、
発
表
の
場
と
し
て

生
活
の
一
部
に
フ
ラ
メ
ン
コ
を

山本壬子プロフィル
　八女市立花町白木出身

1989 年＿アジア太平洋博覧会（よかトピア）
に出演。2006 年＿国民文化祭・やまぐち
2006 で、地元民話を題材にした創作フラメ
ンコ「アモール・デ・お菊」の企画・プロデュー
ス・振り付け・舞台指導を行う。
現在、東京・福岡などで後進指導に力を注ぐ。

ふるさと八女からフラメンコの風を

ファンタジア・フラメンカ
　「ていこい白木」での初ライブです。歌やギ
ター、踊りをお楽しみください。
◦日時＝１月22日㈮19 時～（18 時 30 分開場）
◦場所＝ていこい白木（立花町白木 3232‐1）
◦入場料＝２千円   ◦問い合わせ＝山本さん
☎ 090・8779・9192 ／qteikoy@docomo.ne.jp

　

１
月
24
日
㈰
に
べ
ん
が
ら

村
周
辺
を
会
場
に
し
、
第

35
回
「
茶
の
く
に
・
や
め
」

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
コ
ー
ス
上
と
な
る
矢
部

川
堤
防
道
路
に
つ
い
て
次
の

と
お
り
通
行
止
め
を
行
い
ま

す
。
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す

が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

◦
規
制
内
容
＝
車
両
全
面
通

行
止
め

◦
規
制
区
間
＝
矢
部
川
堤
防

道
路
（
矢
部
川
鉄
橋
～
宮

島
公
民
館
付
近
）

◦
規
制
時
間
＝
１
月
24
日
㈰

９
時
30
分
～
12
時
30
分（
中

川
原
橋
西
側
は
10
時
30
分

～
12
時
30
分
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
総

合
体
育
館
（
☎
２
４
・
１
２

３
０
） 「茶のくに・やめ」

マラソン大会に係る
通行止めについて
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2月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥

　平成26年度の国保特定健診（確定値）の八女市全
体の受診率は32.9％で、平成24年度28.5％、平成25
年度30.7％に比べると徐々に伸びていますが、全国平
均30.5％、福岡県31.1％と比較するとやや高いものの、
目標値の65％には届いていない現状です（平成26年
度法定報告より）。
　また、各地区別受診状況の表およびグラフを見てみ
ると八女市内でも地区ごとに大きな差が出ています。
 特定健診受診率の順位を地区ごとに見てみると、１
位 星野村50.3％で、２位 矢部村41.8％と国保対象者
のうち４割以上の方が受診をされ、３位は上陽町37.0
％の順となっています。
※地区については合併前の旧市町村で分類していま
す。　

　これからも地域の皆さまが多く集まる集会やイベン
ト会場での啓発活動、地域単位での呼びかけを中心に
健診受診率の向上につとめていきます。さらに糖尿病
や心臓病、脳卒中の予防、生活習慣の改善による医療
費の抑制を目指していきます。
　また、市では、一人でも多くの皆さまに特定健診の
ことを知っていただくために、保健師や職員などが説
明や出前講座に出向いています。
　「なぜ健診を受けないといけないの？」「かかりつけ
医で診てもらっているけど、健診は受けないといけな
いの？」「医療費の現状は？」などをテーマにして、皆
さまの疑問にお答えしています。一緒に健康づくりの
お手伝いをさせていただくために、ぜひとも保健師に
お声かけをお願いします。

特定健診の受診率ランキング ～八女市で健診を一番多く受けている地域は？～

受診率 65％をめざして
健康寿命の延伸と医療費の適正化

働
き
盛
り
の
皆
さ
ん
、「
特
定
健
診
」

は
受
診
さ
れ
ま
し
た
か
？
健
診
の
結
果

は
い
か
が
で
し
た
か
？
糖
尿
病
や
高
血

圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
偏
っ
た
食

生
活
や
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス･･･

な

ど
の
生
活
習
慣
が
原
因
と
な
っ
て
発
症

し
ま
す
。
特
に
最
近
は
、
糖
尿
病
ま
た

は
そ
の
予
備
群
の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
の
結
果
、
血
糖
値
が
「
高
め
」

と
指
摘
さ
れ
た
人
、
ま
た
は
す
で
に
糖

尿
病
治
療
中
の
人
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者
＝
20
～
74
歳
の
人
で
、
糖
尿

病
治
療
中
、
糖
尿
病
予
備
群
、
血
糖
値

が
高
め
と
判
定
さ
れ
た
人

◦
日
時
＝
2
月
4
日
㈭
10
時
～
13
時

（
受
付
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
９
時
30
分
～
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円
（
調
理
材
料
代
）

◦
持
っ
て
く
る
も
の
＝
今
年
度
受
け
た
特

定
健
診
結
果
、
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
ふ
き
用
タ
オ
ル

◦
内
容
＝
血
圧
測
定
な
ど
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、健
診
結
果
の
見
方
、血
糖
に
つ
い
て
、

食
事
に
つ
い
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
食

試
食
、
肺
年
齢
測
定
・
個
別
相
談
（
希

望
者
）

◦
申
込
期
間
＝
1
月
15
日
㈮
～
28
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

保
健
指
導
係
（
☎
２
３・１
３
５
２
）

※
申
し
込
み
さ
れ
た
人
に
は
、
後
日
詳
し

い
内
容
の
お
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
こ
の
教
室
は
今
回
で
最
後
と
な
り
ま
す
。

すこやかな
食べ方教室
～生活習慣病予防教室～

星野 矢部 八女立花黒木上陽

10％

60％

50％

40％

30％

20％

50.3％

41.8％
37.0％ 34.4％ 32.6％ 29.9％

地区別の受診率
地区名 対象者総数 受診者総計 受診率

１．星　野 652 328 50.3％
２．矢　部 340 142 41.8％
３．上　陽 754 279 37.0％
４．黒　木 2,889 996 34.4％
５．立　花 2,577 841 32.6％
６． 八　女 7,021 2,096 29.9％

総　数 14,243 4,682 32.9％

平成 26 年度地区別特定健診受診状況

八女市全体の受診率は 32.9％
地区ごとに受診率に差が出ています

特 定 健 診 コ ラ ム
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保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・体
脂肪測定をします。健康に関するいろいろな
相談に応じます。健康手帳や健診・血液検
査の結果をお持ちの人はご持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝2月1日㈪ 9時30時～11時 ／ 
八女市保健センター
◦日時＝2月2日㈫ 14時～15時 ／ 立花総
合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝2月3日㈬ 14時～15時 ／ 上陽公
民館和室
◦日時＝2月18日㈭ 14時～ 15時 ／ 矢部
基幹集落センター
◦日時＝2月19日㈮ 14時～15時 ／ 星野総
合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝2月24日㈬10時30分～ 11時30分 
／ 黒木支所第3会議室

旧八女市・立花町の皆さん
♥受付時間　13時15分～14時30分
♥会場　やめっこ未来館
◦日にち・対象＝
2月9日㈫＝10か月児（平成27年4月生）
2月17日㈬＝4か月児（平成27年10月生）
2月23日㈫＝1歳6か月児（平成26年8月生）
2月25日㈭＝3歳児（平成25年2月生）
旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村の皆さん
♥受付時間　13時30分～14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」

◦日にち＝2月16日㈫　
◦対象＝4か月児（平成27年9月～10月生）
／ 10か月児（平成27年3月～ 4月生）
※対象者には個別に通知します。
※事前に連絡いただくとどちらの会場でも
健診を受けることができます。

離乳食初期の5 ～ 6か月児のお話と調理。
託児有り。参加する人は事前に健康推進
課までお申し込みください。
♥日時　2月18日㈭ 10時～13時　※受付
9時30分～　♥会場　おりなす八女研修
棟　♥持参品　エプロン、三角布、手ふ
きタオル、筆記用具　♥材料費　300円
♥定員　先着15人

子育てのことで、少しでも心配なことがあっ
たらお気軽にご相談ください。身長・体重
測定もできます。母子健康手帳をお持ち
ください。※相談日以外でも、窓口や電話
で子育て相談を行っています。（身長・体
重測定はできません）なお、各地域の「主
任児童委員」も家庭の相談に応じています。
福祉課福祉総務係（☎24・8030）

◦日時＝2月３日㈬ 9時30分～11時 ／ や
めっこ未来館
◦日時＝2月5日㈮ 10時～11時30分 ／ 黒
木地域交流センター「ふじの里」
◦日時＝2月19日㈮14時～15時 ／ 星野総
合保健福祉センター「そよかぜ」

心理士による個別相談です。対象者は年
齢を問わず、成長発達面に不安のある人
です。心配なことがあればお気軽にご相
談ください。※予約制
♥日時　2月4日㈭ 9時～16時 ／ 2月25日
㈭ 9時～12時
♥会場　八女市保健センター

妊娠20週以降の妊婦さんを対象に、妊娠
中の過ごし方、試食、相談を行います。
※要予約
♥日時　2月2日㈫ 10時～12時 
※受付9時30分～
♥会場　おりなす八女研修棟
♥参加費　300円　♥定員　20人

心理士による個別相談です。対象者は市
内在住で、こころに悩みがある人です。お
気軽にご相談ください。※予約制
♥日にち　2月24日㈬♥時間  13時30分～
15時受付♥会場  おりなす八女研修棟2階
第5研修室

心理士によるこころの相談

乳幼児心理相談

２
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
講
座

子育て相談

申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

♪ベビーズクッキング

マタニティ教室

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　
エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

52Kcal
1.3g
3.2g
5.5g

206mg
45mg
15mg
0.4mg

1.9g
0.8g

1個分あたりの栄養価キャベツの梅和え

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

外葉につやがあって全体に丸く葉がふんわりと巻いたもの、芯（茎）の切り口が小さ
めで葉脈が細めのものを選びましょう。丸ごとなら、新聞紙に包んで冷暗所、または
保存袋に入れ、冷蔵庫で保存。いずれも、根元を下にすること。切ったものは、ラッ
プに包んで冷蔵庫で保存することをおススメします。

【材料】（4人分）　
◦キャベツ�400ｇ
◦梅肉（八女産）�大さじ１
◦ごま油�大さじ１
◦好みですりごま、みりんを入
　れてもOK

【作り方】
①キャベツは一口大に切る。
②湯にさっとくぐらせて冷ま
す。
③ボウルに水気を絞ったキャ
ベツを入れ、梅肉、ごま油を
加えて和える。

キャベツ

の選び方
と

保存方法

野菜を目標１日350ｇ食べるために
毎日「あと一皿70ｇの野菜を！」

旬の野菜をたっぷり食べ
ることができ、素材の味
が活かされる一皿です。

八女市食生活改善
推進会（矢部支部）
のレシピです。



☀問い合わせ
　おひさま（☎ 32・6103）
　子育て支援課こども家庭係（☎ 23・1351）

　
　

お
子
さ
ん
が
病
気
で
保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
、

小
学
校
に
登
園
（
校
）
で
き
な
い
、
で
も
仕
事
も
こ

れ
以
上
休
め
な
い
な
ど
の
場
合
に
利
用
で
き
る
施
設

で
す
。

▽
月
曜
日
～
土
曜
日
（
７
時
30
分
～
18
時
※
日
祝

日
、
年
末
年
始
は
休
み
）

▽
原
則
と
し
て
連
続
７
日
間

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

▽
入
院
の
必
要
は
な
い
が
、
病
気
ま
た
は
病
気
の

回
復
期
の
状
態
で
安
静
の
必
要
が
あ
る
お
子
さ
ん

▽
保
護
者
が
勤
務
や
傷
病
、
出
産
、
事
故
等
の
事

由
に
よ
り
家
庭
で
育
児
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
お

子
さ
ん

▽
生
後
３
か
月
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
お
子

さ
ん

▽
八
女
地
区
（
八
女
市
・
広
川
町
）
に
居
住
す
る

人　

１
日
１
０
０
０
円

▽
八
女
地
区
以
外
の
人
（
八
女
地
区
に
勤
務
の
人
）

１
日
３
０
０
０
円

▽
八
女
地
区
以
外
の
人
（
八
女
地
区
以
外
に
勤
務

の
人
）
１
日
４
０
０
０
円

※
半
日
利
用
の
場
合
は
、半
額
で
す
。
ま
た
、食
事・

ミ
ル
ク
代
、
医
療
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

※
病
状
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
、
施
設
の
判
断

に
よ
り
医
師
に
診
察
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
に
か
か
っ
た
費
用
は
保
護
者
に
負
担
い
た

だ
き
ま
す
。

①
事
前
登
録
（
八
女
市
子
育
て
支
援
課
）

②
電
話
予
約
（
お
ひ
さ
ま
）

③
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
「
か
か
り
つ
け
医
師
連

絡
票
」

④
利
用

◦
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
と
は

◦
利
用
時
間
と
期
間

◦
利
用
で
き
る
お
子
さ
ん

◦
利
用
料
金

◦
利
用
ま
で
の
流
れ

杉
本
章
子
さ
ん
を
偲
ぶ

　

八
女
市
酒
井
田
出
身
で
福
岡
市
在
住

の
直
木
賞
作
家
杉
本
章
子
さ
ん
が
平
成

27
年
12
月
４
日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

62
歳
。
杉
本
さ
ん
は
歴
史
時
代
小
説
の

書
き
手
と
し
て
、
数
々
の
作
品
を
執
筆
。

平
成
元
年
『
東
京
新
大
橋
雨
中
図
』
で

第
１
０
０
回
直
木
賞
を
受
賞
。
平
成
７

年
に
福
岡
県
文
化
賞
、
平
成
14
年
「
お

す
ず
ー
信
太
郎
人
情
始
末
帖
」
で
中
山

義
秀
文
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
乳
が

ん
を
患
い
余
命
宣
告
を
受
け
て
か
ら
も
、

ホ
ス
ピ
ス
に
て
執
筆
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

交
流
が
あ
っ
た
市
内
の
方
々
か
ら
、
杉
本

さ
ん
の
死
を
悼
む
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

杉
本
さ
ん
の
小
中
学
校
時
代
の
同
級

生
丸
林
成
良
さ
ん
。

「
あ
っ
こ
ち
ゃ
ん
は
足
が
不
自
由
で
、
松
葉

杖
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。
国
語
の
成
績
が

ず
ば
抜
け
て
良
く
、
み
ん
な
が
知
ら
な
い

こ
と
も
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
ま
し
た
。
自

分
は
こ
う
い
う
体
だ
か
ら
小
説
家
を
目
指

す
と
言
っ
て
い
て
、
夢
を
か
な
え
た
ん
で

す
ね
。
直
木
賞
を
受
賞
し
た
時
は
同
級

生
が
集
ま
り
、
み
ん
な
で
お
祝
い
を
し
ま

し
た
。一昨
年
同
窓
会
に
誘
っ
た
の
で
す
が
、

体
調
が
す
ぐ
れ
ず
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
あ
っ

こ
ち
ゃ
ん

は
私
た
ち

同
級
生
の
誇
り
で
す
。
こ
ん
な
に
若
く
し

て
亡
く
な
り
、
本
当
に
残
念
で
す
。
今
は

静
か
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
」

　

八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
で
平
成
９

年
ふ
る
さ
と
文
庫
（
八
女
市
ゆ
か
り
の

作
家
、
小
島
直
記
、
中
薗
英
助
、
川
崎

洋
、杉
本
章
子
を
紹
介
）
開
館
に
携
わ
っ

た
元
市
職
員
の
服
部
正
男
さ
ん
。

「
杉
本
先
生
は
当
時
の
八
女
市
と
し
て
初

め
て
の
直
木
賞
作
家
で
、
ふ
る
さ
と
文

庫
開
設
に
あ
た
り
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
作
家
と
し
て
の
強
い
個
性
と

輝
き
を
放
っ
て
お
ら
れ
る
方
で
し
た
。
現

在
、
八
女
市
か
ら
は
直
木
賞
作
家
が
五

木
寛
之
先
生
、
杉
本
章
子
先
生
、
安
部

龍
太
郎
先
生
と
３
人
も
お
ら
れ
、
作
家

を
育
む
土
壌
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。杉
本
先
生
は
ま
だ
ま
だ
お
若
く
、

も
っ
と
多
く
の
作
品
を
書
い
て
い
た
だ
き

た
か
っ
た
し
、
故
郷
八
女
で
講
演
も
し
て

い
た
だ
き
た
か
っ
た
。と
て
も
残
念
で
す
」

　
八
女
市
立
図
書
館
で
は
追
悼
の
意
を
込

め
杉
本
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

杉本 章子
（すぎもとあきこ）

昭和 28 年八女市酒井
田生まれ。三河小学校、
南中学校から福岡海星
女子学院高校を経て大
学で国文学を、大学院
で江戸文学の研究を専
攻。平成元年『東京新
大橋雨中図』で直木賞
を受賞。平成 27 年 12
月4日逝去。八女市横
町町家交流館 2 階の

「ふるさと文庫」では、
杉本さんの著書や写真
などを紹介しています。

ふるさと文庫を訪れた杉本さ
ん（中央）。左は服部さん

働
く
マ
マ
・
パ
パ
へ
の
サ
ポ
ー
ト

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設「
お
ひ
さ
ま
」

が
広
川
町
に
開
設
さ
れ
ま
し
た

八
女
地
区
の
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
と
し
て
「
お
ひ
さ
ま
」（
広
川
町
）「
の
び
の
び
」

（
黒
木
町
）「
す
こ
や
か
」（
高
塚
）
の
３
施
設
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

子どもが病気
だけれど、仕
事もこれ以上

休めない

追
悼

八
女
市
出
身
直
木
賞
作
家

場所

8　2016.1.15　広報やめ

おひさま
開設場所

広川町役場
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◦
会
場
／
日
程
＝

【
第
１
回
】
期
日
＝
２
月
21
日
㈰
／

会
場
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

【
第
２
回
】
期
日
＝
２
月
28
日
㈰
／

会
場
＝
黒
木
体
育
セ
ン
タ
ー

◦
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
両
日
と
も
）
＝

▽
受
付
13
時 

▽
測
定
13
時
30
～
16

時 

▽
講
話
16
時
～
16
時
30
分　

※
幼
児
は
講
話
中
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
を
行
い
ま
す
。

◦
測
定
内
容
＝
25
ｍ
走
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
７
種
目

◦
対
象
＝
今
年
４
月
に
市
内
の
小

学
校
に
入
学
予
定
の
幼
児

◦
参
加
費
＝
無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

◦
申
し
込
み
＝
２
月
10
日
㈬
ま
で

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
総

合
体
育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

お
よ
び
各
支
所
総
務
課

◦
会
場
＝
「
い
わ
い
の
郷
」（
八
女

市
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
）

◦
演
題
＝
「
南
北
朝
と
菊
池
一
族
」

◦
講
師
＝
花
岡
興
史
さ
ん
（
九
州

文
化
財
研
究
所
研
究
部
長
・
熊
本

県
立
大
学
非
常
勤
講
師
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課

（
☎
２
３
・
１
９
８
２
）

　

第
20
回
福
岡
県
作
業
療
法
学
会

記
念
イ
ベ
ン
ト
。
飲
食
な
ど
の
バ

ザ
ー
（
14
日
の
み
）
や
健
康
づ
く

り
ブ
ー
ス
、
ミ
ニ
市
民
公
開
講
座
な

ど
。
だ
れ
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
（
バ
ザ
ー
）
＝
２
月
14
日

㈰
９
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
九
州
芸
文
館
（
筑
後
市
）

◦
内
容
＝
【
市
民
公
開
講
座
】

▽
13
日
㈯
10
時
30
分
～
元
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
投
手
・
江
尻
慎
太
郎
さ
ん

▽
14
日
㈰
14
時
25
分
～
元
佐
賀
県

武
雄
市
長
樋
渡
啓
祐
さ
ん

◦
問
い
合
わ
せ
＝
qfuku.ot.20th.

ippan@
gm

ail.com
（
メ
ー
ル
の
み
対

応
）
shttp://fukuoka-ot.com

/

　

幼
児
期
は
子
ど
も
の
成
長
に
重

要
な
時
期
で
す
。測
定
会
と
併
せ
て
、

保
護
者
向
け
に
幼
児
に
必
要
な
運

動
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
し
ま
す
。

◦
日
時
・
集
合
場
所
＝
３
月
27
日

㈰
八
女
伝
統
工
芸
館
前
５
時
30
分

集
合
～
６
時
出
発
～
18
時
帰
着

◦
申
込
期
限
＝
２
月
27
日
㈯
※
定
員

50
人
に
な
っ
た
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

◦
参
加
費
＝
▽
会
員 

３
５
０
０
円

▽
一
般 

４
０
０
０
円

◦
持
参
品
・
服
装
等
＝
昼
食
、
飲
料

水
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
リ
ュッ
ク
、
歩

け
る
服
装
等
、
雨
具
※
雨
天
決
行

◦
行
程
＝
八
女
伝
統
工
芸
館（
バ
ス
）

～
八
女
Ｉ
Ｃ
～
北
熊
本
Ｓ
Ａ
（
休

憩
）
～
松
橋
Ｉ
Ｃ
～
宇
城
～
松
島

（
天
草
）
※
オ
ル
レ
コ
ー
ス
を
歩
き

ま
す
（
11
キ
ロ
と
５
キ
ロ
を
選
択
）

◦
申
込
＝
八
女
歩
こ
う
会
長
野
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
７
４
４
１
・
０
１
２
１
）

　

八
女
市
観
光
大
使
の
岩
崎
記
代

子
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り

音
楽
塾
。
今
回
は
「
冬
や
お
正
月
」

を
テ
ー
マ
に
童
謡
や
唱
歌
な
ど
を

学
び
、
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
１
月
23
日
㈯
13
時
30
分
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

◦
持
参
す
る
も
の
＝
歌
詞
本
、
発

声
表
、
筆
記
用
具
、
お
茶

◦
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光
課

（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で

販
売
し
ま
す
。
出
店
者
随
時
募
集
。

◦
日
時
＝
１
月
24
日
㈰
９
時
～
12
時

　
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

南
北
朝
の
動
乱
の
時
代
、
九
州

に
大
き
な
歴
史
を
刻
ん
だ
懐
良
親

王
や
良
成
親
王
。
今
回
は
、
南
朝

の
九
州
制
覇
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
菊
池
氏
に
焦
点
を
当
て
、

講
演
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
南

北
朝
に
ゆ
か
り
あ
る
史
跡
な
ど
の

写
真
展
も
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
14
日
㈰
13
時
30
分

～
15
時

第
16
回
岩
崎
記
代
子
音
楽
塾

八
女
軽
ト
ラ
市

南
北
朝
記
念
交
流
事
業
講
演
会

お
知

ら
せ

子
ど
も
の
体
力
を
知
り
ま

し
ょ
う

だ
っ
で
ん
、
ま
ぜ
こ
ぜ
～
エ
ン

ジ
ョ
イ
が
み
ん
な
の
援
助
に
～

生活習慣病予防講演会

糖尿病や高血圧症、脂質異常症などの
生活習慣病は、偏った食生活や運動

不足・睡眠不足・ストレス…などの毎日の生
活習慣が原因となって発病します。その中で
も、コレステロールや中性脂肪は気付かない
うちに動脈硬化を加速させ、心筋梗塞や脳
梗塞にかかる危険性を高めてしまいます。近
年、八女市の健診においても血液中の LDL
コレステロール値や中性脂肪値で正常値を
超える人が多くなっています。今回、脂質異
常症の予防について、動脈硬化や高血圧と
の関係も含めた内容で講演会を開催します。
参加費無料。
◦内容＝脂質異常症の予防について～動脈
硬化や高血圧との関係～◦講師＝黒岩外科
医院院長 黒岩光医師◦日時＝ 2 月18 日㈭
14 時～ 15 時 30 分（受付 13 時 30 分～）
◦場所＝おりなす八女はちひめホール
◦申込＝ 2 月12日㈮までに健康推進課（☎
23・1352）へ　

　市内の違う学校の仲間と一緒に感動を味わって
みませんか。早春の八女の自然の中を歩きながら、
自分の限界に挑戦しましょう。今回は、大淵体験
交流施設「げんき館おおぶち」のオープニングイ
ベントとして開催します。
◦期日＝ 3 月26日㈯～ 27日㈰〔１泊 2日〕◦募
集対象・定員＝市内に居住または通学する小学 4
年生～中学 3 年生 60 人（定員を超えた場合は
抽選）◦参加費＝1,500 円（保険料含む、当日徴
収）◦歩行コース＝《１日目》大淵体験交流施設
～土柳～平野ふれあいセンター～グリーンパル日
向神峡～日向神ダム水門～大淵体験交流施設

《２日目》大淵体験交流施設～木屋～南仙かわば
た公園～釜屋橋～働く女性の家～べんがら村～
社会福祉会館◦申込期間＝ 2 月１日㈪～ 2 月15
日㈪◦申込＝男女共同参画・生涯学習課または、
各支所 総務課◦問い合わせ＝男女共同参画・生
涯学習課（☎ 23・1318）※詳しくは、小中学校
を通じて配付するチラシをご覧ください。

第16回
 21世紀・青少年チャレンジウォーク

九
州
オ
ル
レ
天
草
・
松
島
バ

ス
ウ
オ
ー
ク

募集
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◦
ピ
ア
ノ
＝
平
洋
子
さ
ん

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
室

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
井
上
さ
ん

（
☎
２
４
・
４
０
６
８
）

　
子
育
て
、
非
行
、
い
じ
め
、
ひ
き

こ
も
り
、
就
労
な
ど
、
子
ど
も
や

若
者
に
関
す
る
悩
み
等
を
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
無
料

◦
開
設
日
時
＝
１
月
29
日
㈮
～
30

日
㈯
、
９
時
30
分
～
16
時
30
分

◦
相
談
方
法
＝
電
話
ま
た
は
面
接

▽
相
談
電
話
番
号
＝
０
９
２
・
５

７
４
・
５
５
４
１
▽
面
接
相
談
会

場
＝
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ

◦
予
約
＝
県
新
社
会
推
進
部
青
少

年
課（
☎
０
９
２・６
４
３・３
３
８
８
）

　

県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
に

◦
期
間
＝
３
月
25
日
㈮
～
３
月
31

日
㈭

◦
募
集
対
象
＝
市
内
在
住
の
中
高

生
男
女
７
人

◦
参
加
費
＝
８
万
円　

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
国
際

交
流
協
会
（
☎
２
４
・
１
２
５
０
）

◦
日
時
＝
毎
月
第
１
週
目
水
曜
日
、

19
時
～
21
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
交
流
棟

創
作
練
習
室
Ｂ

◦
対
象
＝
本
に
興
味
の
あ
る
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
お
は
な
し
ば
さ
ら

か
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
井
手
口
さ
ん

（
☎
０
９
０・８
７
６
６・６
２
２
３
）

　

毎
週
火
曜
日
の
14
時
か
ら
15
時

30
分
ま
で
楽
し
く
歌
う
仲
間
を
募

集
中
で
す
。
体
験
歓
迎
し
ま
す
。

◦
指
揮
＝
鍋
田
和
明
さ
ん

よ
る
無
料
法
律
相
談
。
一
人
１
回
、

相
談
時
間
30
分
。
事
前
予
約
必
要
。

◦
期
間
＝
２
月
１
日
㈪
～
２
月
12

日
㈮

◦
会
場
お
よ
び
時
間

▽
久
留
米
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー（
久

留
米
市
篠
山
町
11
ー
５
筑
後
弁
護

士
会
館
）
月
～
金
10
時
～
11
時
30

分
、
13
時
～
16
時
※
火
・
木
は
17

時
30
分
～
19
時
の
夜
間
相
談
実
施

▽
八
女
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
八

女
市
社
会
福
祉
会
館
）
２
月
２
日

㈫
・
９
日
㈫
13
時
30
分
～
16
時

◦
予
約
＝
１
月
25
日
㈪
９
時
か
ら

久
留
米
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
４
２
・
３
０
・
０
１
４
４
）
で

予
約
開
始

　

県
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月
を

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
と
定
め
、
毎
日
無
料
面
談
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
要
予
約

◦
平
日
＝
県
内
各
地
会
員
事
務
所

　
あ
た
た
か
い
布
の
絵
本
を
一
緒
に

作
り
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
で
も
大

丈
夫
。
２
日
間
と
も
受
講
可
能
な

人
対
象
で
す
。（『
い
も
む
し
く
ん
の

お
さ
ん
ぽ
』
を
制
作
予
定
）

◦
期
日
＝
２
月
７
日
㈰
、
21
日
㈰

２
日
間
、
10
時
～
12
時

◦
会
場
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
保

健
相
談
室

◦
定
員
＝
先
着
15
人
※
申
込
受
付

は
１
月
９
日
㈯
か
ら
図
書
館
全
館
で

◦
持
っ
て
く
る
物
＝
裁
縫
道
具
、
筆

記
具

◦
参
加
費
＝
材
料
費
実
費

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書

館
黒
木
分
館
（
☎
４
２・０
４
０
０
）

◦
日
時
＝
２
月
12
日
㈮
・
19
日
㈮
・

26
日
㈮
、
17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
▽
一
般
１
０
０
０
円
▽

会
員
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　

陶
芸
と
石
窯
を
楽
し
む
女
子
会
。

手
び
ね
り
で
つ
く
る
フ
リ
ー
カ
ッ
プ

作
り
と
石
窯
料
理
が
楽
し
め
ま
す
。

参
加
要
予
約
。
※
毎
週
火
曜
休
館

◦
日
時
＝
２
月
７
日
㈰
・
14
日
㈰
10

時
～
14
時
※
両
日
と
も
定
員
10
人

◦
場
所
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ

◦
参
加
費
＝
２
０
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ

レ
ッ
ジ
（
☎
３
５
・
０
０
２
２
）

◦
訪
問
国
＝
マ
レ
ー
シ
ア

わ
く
わ
く
♪
布
の
絵
本
講
座

少
年
の
翼
２
０
１
６
団
員

夢
た
ち
ば
な
ビ
レッ
ジ
石
窯
ク
ラ
ブ

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

え
ほ
ん
の
べ
ん
き
ょ
う
会

八
女
マ
ー
ミ
ン
グ
コ
ー
ル
団
員

親
と
子
の
な
や
み
相
談

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ふらっち広場からのお知らせ
八女市本村 425-61（☎ 24・3022） 
☀開館日＝火・水・木（10時～17時
開館）、土・日（10時～16時開館）
★「陶芸教室（形作り）」
◦日時＝ 1 月 23 日㈯ 13 時 30 分～
◦場所＝ふらっち広場
◦参加費＝ 300 円※要申込

★「映画鑑賞｣
◦日時＝ 1 月 30 日㈯ 13 時～
◦場所＝ふらっち広場
◦参加費＝無料
★「陶芸教室（絵付け）」
◦日時＝ 2 月 6 日㈯ 13 時 30 分～
◦場所＝ふらっち広場
※ 1/23 ㈯形作りに参加した人対象
★お菓子作り「しみチョコラスク｣
◦日時＝ 2 月 13 日㈯ 13 時 30 分～
◦場所＝ふらっち広場
◦参加費＝実費

■日曜日も近くに外出することがありま
す。平日も工作・手芸等できます。

ほ
ほ
え
み

地域活動支援センター

司
法
書
士
会
無
料
相
談
会

◦開催日時／講師＝
【3 月6日㈰】① 11時～ 講師 三
溝清美さん② 14 時 30 分～講師 
福山剛さん ※各回とも３時間程
度で試食ができます。
◦会場＝おりなす八女研修棟１階
◦募集定員＝各回 30 人（先着）
◦参加費＝ 3,000 円
◦申込受付＝1 月18 日㈪ 10 時
～2月5日㈮17時　※電話・ファ
クス・メールで申し込みください。
◦応募・問い合わせ＝アンテナエ
イト（八女商工会議所内・八女
市商店街連合会飲食店部会）
☎ 22・5161 ／O 22・5164
Q info@yamecci.or.jp

三溝清美さん
（料理研究家）

福山 剛さん
（フレンチ Goh
オーナーシェフ）

福岡のオーナーシェフや料理研究家
を招いて、旬の食材で作る春の料
理教室を１日間限定で開催します。

春のアンテナエイトクッキング
参加者募集！2016

教
室
・
講
座



広報やめ　2016.1.1511

２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　

市
町
村
立
学
校
の
講
師
、
養
護

助
教
諭
、
学
校
栄
養
士
代
理
職
員
、

学
校
事
務
代
理
職
員
の
希
望
者
を

登
録
し
て
い
ま
す
。
特
に
小
学
校

お
よ
び
中
学
校
国
語・数
学・理
科・

美
術
・
技
術
・
家
庭
の
講
師
希
望

者
が
少
な
い
状
況
で
す
。
当
該
免

許
状
所
持
の
人
は
ぜ
ひ
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

◦
資
格
（
次
の
免
許
状
・
資
格
を

有
す
る
こ
と
。
取
得
見
込
み
も
可
）

▽
講
師
＝
登
録
を
希
望
す
る
校
種
、

教
科
の
教
育
職
員
免
許
状 

▽
養
護

助
教
諭
＝
養
護
教
諭
免
許
状 

▽
学

校
栄
養
士
代
理
職
員
＝
栄
養
士 

▽

学
校
事
務
代
理
職
員
＝
免
許
状
不

要
※
志
願
書
は
南
筑
後
教
育
事
務

所
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
県
教
育

委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後

教
育
事
務
所
総
務
課
教
職
員
係

（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
７
３
４
２
）

　

宅
地
内
の
下
水
道
排
水
設
備
工

９
２
・
７
２
０
・
８
８
３
１
）

　

授
業
料
無
料
、
教
科
書
代
等
実

費
。詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
パ
ソ
コ
ン
経
理
科
２
期（
定
員
25
人
）

◦
訓
練
期
間
＝
３
月
１
日
㈫
～
５

月
31
日
㈫
／
募
集
締
切
２
月
５
日

㈮
／
試
験
２
月
12
日
㈮

②
自
動
車
整
備
科
（
定
員
８
人
）

③
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科（
定
員
８
人
）

◦
訓
練
期
間
＝
４
月
８
日
㈮
～
平

成
30
年
３
月

④
建
築
科
（
定
員
18
人
）
◦
訓
練

期
間
＝
４
月
８
日
㈮
～
３
月
17
日
㈮

⑤
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
前
期
（
定
員

30
人
）
◦
訓
練
期
間
＝
４
月
8
日

㈮
～
10
月
４
日
㈫

②
～
⑤
共
通

◦
募
集
期
間
＝
３
月
11
日
㈮
ま
で

◦
試
験
日
＝
３
月
18
日
㈮

◦
選
考
方
法
＝
筆
記
試
験
、
面
接

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

９
時
～
17
時
（
相
談
可
能
事
務
所

は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）http://w

w
w.

fukuokashihoushoshi.net/ 

◦
土
日
祝
＝
福
岡
県
司
法
書
士
会

館（
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
３
ー
２
ー

23
）
10
時
～
12
時
（
１
日
３
組
）

◦
予
約
＝
福
岡
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１
）

　
「
子
育
て
女
性
の
た
め
の
就
職
支

援
セ
ミ
ナ
ー
＆
合
同
会
社
説
明
会

in
筑
後
」
を
開
催
し
ま
す
。
地
元

求
人
企
業
か
ら
の
説
明
や
、
仕
事
探

し
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
１
月
29
日
㈮
10
時
～
14

時
（
13
時
30
分
受
付
終
了
）

◦
場
所
＝
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル

◦
内
容
＝
⑴
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

①
「
マ
マ
が
輝
け
ば
、
子
ど
も
も
変

わ
る
」（
先
着
50
人
、
事
前
予
約
優

先
）
②
好
感
度
ア
ッ
プ
講
座
～
印

象
の
良
い
表
情
や
メ
イ
ク
と
は

⑵
子
育
て
女
性
の
た
め
の
合
同
会

社
説
明
会
（
約
10
社
出
展
予
定
）

◦
費
用
＝
無
料

◦
託
児
所
＝
無
料
、定
員
20
人
（
先

着
順
、
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
子

育
て
女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

（
０
９
４
２
・
３
８
・
７
５
７
９
）

　

約
20
社
参
加
。
就
活
に
役
立
つ

セ
ミ
ナ
ー
や
就
職
大
相
談
会
も
同

時
開
催
。参
加
無
料
、入
退
場
自
由
、

予
約
・
履
歴
書
不
要
。

◦
日
時
＝
１
月
29
日
㈮
13
時
～
16

時
（
受
付
12
時
30
分
～
15
時
30
分
）

◦
会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
久
留
米

◦
対
象
＝
お
お
む
ね
30
代
の
求
職
者

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
30
代

チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

筑
後
地
区
合
同
会
社
説
明
会

子
育
て
女
性 

合
同
会
社
説
明
会

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
の
新
規
登
録
申
請
／

指
定
工
事
店
の
新
規
指
定
申

請
の
受
付

就
業
支
援

市の嘱託職員募集
　八女市地域包括支援センターの嘱託
職員を募集します。
◦職種・募集人員等＝
　◇介護支援専門員 ２人
　　 介護支援専門員の有資格者
　◇事務職員 １人　
　　 パソコン技術に熟練している人
◦賃金・勤務条件等＝市規定による
◦試験日＝ 2 月21日㈰
◦提出書類＝申込書（八女市地域包括
支援センターに準備、八女市ホームペー
ジからもダウンロード可）
介護支援専門員は資格証明書類写し
◦申込期間＝1月18日㈪～ 2 月10日㈬
※郵送は 2 月10日㈬必着
◦申込・問い合わせ＝介護長寿課地域
包括支援係 ( ☎２３・１２０３)

　応募に基づき登録し必要に応じて任
用します。◦応募資格＝保育士資格を
有し、保育士登録済みの人◦提出書類
＝履歴書、保育士証（写）◦勤務形態
＝▽常勤 ( 週５日勤務・社会保険有 )
▽日々雇用（１日勤務、午前のみ、午後
のみ勤務の３種類）◦賃金＝7,000 円（１
日勤務）／ 3,400 円（午前勤務）／ 4,300
円（午後勤務）◦勤務場所＝市内公立
保育所◦申込・問い合わせ＝子育て支
援課こども未来係（☎ 24・8814）

保育所臨時職員（保育士）募集

事
は
、
本
申
請
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
指
定
工
事
店

に
は
、
市
へ
登
録
す
る
責
任
技
術

者
が
専
属
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◦
受
付
期
間
＝
１
月
12
日
㈫
～
１

月
29
日
㈮
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

※
申
請
書
類
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
責
任
技
術
者
資
格
＝
①
平
成
23

年
度
以
降
責
任
技
術
者
試
験
合
格

者 

②
県
内
他
市
町
村
に
お
い
て
責

任
技
術
者
登
録
し
て
い
る
人 

③
平

成
23
年
度
以
降
に
更
新
講
習
を
受

け
た
人

◦
手
数
料
＝
▽
責
任
技
術
者
登
録
２

千
円  

▽
指
定
工
事
店
指
定 

５
千
円

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道

局 

下
水
道
総
務
係

（
☎
２
３
・
１
１
４
８
）

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

講
師
等
登
録
制
度

　八女市教育委員会では、教育委員会議を各
地域へ出向き「移動教育委員会」と称して公
開しています。今回は、南・見崎中学校区およ
び立花地区を対象に実施します。会議終了後、
参加者の皆さまとの意見交換も実施します。
◦日時＝１月21日㈭ 19 時～
◦会場＝おりなす八女はちひめホール
◦問い合わせ＝学校教育課（☎２３・１９５４）

移動教育委員会議を開催します
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■マタニティさん集まれ♪
「愛情いっぱい手作りフェルト小物＆ラン
チ」◦2/2 ㈫10:00 ～12:30 ／要申込
／参加費有／託児有
■講座「アレルギーのこと」
◦2/3 ㈬10:00 ～12:00 ／参加費有／
要申込／託児有
■気がかりな子を持つ親の集まり（サー
クルあごら）
◦2/3 ㈬10:00 ～12:00
■田中もとこ先生のふぁふぁほっぺ
◦2/9 ㈫10:00 ～12:00 ／講師＝田中
もと子さん
■ 4か月さん集まれ（9月生まれ）
◦2/10 ㈬ 10:00 ～12:30 ／産後ヨガ
＆ランチ／飲み物・バスタオル持参、参
加費 350 円／要申込
■パパ♥ママ集まれ！
 「デジカメの極意＆食」
◦2/14 ㈰ 10:00 ～12:30 ／要申込／
参加費有
■双子ちゃんの集まり（サークルミラクル
チェリー）※日程は広場にてご確認ください。

■エンジェルルーム 「豆まき」
◦ 2/3 ㈬ 10:30 ～／要申込
■プレママ＆ベビーサロン「大きくなっ
たねボード作り」◦2/9 ㈫ 10:30 ～／
要申込／参加費 100 円
■ハッピーバースデー 「山下照子さん」
◦2/23 ㈫ 10:30 ～／要申込

■まめまき会◦2/1㈪ 10:30 ～／限定
子ども 20 人／要予約
■GOGO！カ～りる
◦2/4 ㈭10:50 ～移動図書館が来ます。
図書館利用カードをお持ちの人は持参く
ださい。
■おはなしレストラン◦2/8 ㈪10:30 ～
■ともだちっていいな♪◦2/10 ㈬10:00 ～
■たまひよらいふ「製作・アンパンマン
のやみつきボックス」◦2/12 ㈮ 10:30
～／限定親子 15 組・要予約
■すてきな記念日♥◦ 2/17 ㈬ 10:30
～※誕生月者のみ要予約

■ドレミの森◦2/19 ㈮ 10:30 ～
■パネル～にゃ◦ 2/22 ㈪ 10:30 ～
■ふれんどぱーく◦2/26 ㈮ 10:30 ～

■誕生日会
◦ 2/12 ㈮ 10:30 ～／どんなお誕生会
になるかお楽しみに！／要申込
■みんなとあ・そ・ぼ！
◦2/26 ㈮ 14:00 ～15:30 ／親子で味
噌作り／材料費 800 円／要申込

■ 10:00 ～ 15:00
▽矢部村集落センター 2/2 ㈫、17 ㈬
■ 10:00 ～ 13:00
▽辺春コミュニティセンター 2/3 ㈬
▽井延公民館 2/4 ㈭
▽児童センター 2/10 ㈬
▽上陽公民館 2/12 ㈮
▽勤労青少年ホーム 2/18 ㈭
▽かがやき 2/24 ㈬
▽室岡公民館 2/25 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 2 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問ふじの里（☎42・3301）

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

2月7日（日）
城戸医院 鵜池 23・5303
冨田医院 黒木町 42・0173
山下いさみ歯科医院 筑後市 0942・53・7864
2月11日（祝）
麻生医院 宅間田 23・5800
中村内科医院 立花町 37・1601
柳迫歯科医院 平田 24・5554
2月14日（日）
黒岩外科 日の出町 23・2858
山口医院 星野村 52・3131
あまの歯科医院 筑後市 0942・51・1113
2月21日（日）
いしもと小児科 岩崎 22・7111
岡村医院 立花町 23・2770
はまさき歯科クリニック 広川町 32・7800
大渕耳鼻咽喉科 大島 23・2811
2月28日（日）
戸次循環器科内科 馬場 22・3100
中島医院 黒木町 42・0253
石橋歯科医院 本町 24・5207

2月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので
電話で確認してください。✚
▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131

柳病院（吉田） 23・2176

川﨑病院（納楚） 23・3005

馬場病院（広川町） 32・3511

姫野病院（広川町） 32・3611

筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
（19:00 ～ 21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）

［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
（9:00 ～ 14:30）
【2月】7㈰ ・11㈷・21㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【2月】14㈰・28㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談
（19:00 ～ 7:00）

県指定健康相談事業者 ♯ 8000

　福岡県立高校定時制課程で
は、満 20 歳以上の希望者に対
し、学力検査を行わず作文にて
入学者選抜を行う特例措置を実
施しています（一部学校を除く）。
これから勉強を始めて高校卒業
資格を得たいと考えている人の
入学をお待ちしています。
◦志願資格＝高校入学資格があ
る満 20 歳（平成 28 年 4 月1日
現在）以上の人
◦願書配布場所・試験会場＝志
願先高校
◦願書受付期間＝２月15日㈪～
22日㈪（最終日は正午まで）
◦試験日＝３月８日㈫・９日㈬
※作文に加え面接を行う学校も
あります。詳細は志願先校に確
認してください。
◦問い合わせ＝県高校教育課

（☎０９２・６４３・３９０４）

20 歳以上の人を対象とし
た定時制高校入試特例措置
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1月・2月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/
開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

1/30 ㈯

住民公開講座
第１部：基調講演
　「在宅で看取る秘訣とは？
　～在宅医療 17 年の経験から～」
　講師：清水クリニック 院長
　久留米大学医学部 非常勤講師
　清水 大 一 郎 先生
第 2 部：パネルディスカッション

はちひめ
14:00

~
16:00

無料
※参加ご希望の方は 1/27(水)

までにお申込みください。
八女筑後医師会 22・4141

2/6 ㈯
~7日㈰ 池坊　八女支部　花展 はちひめ 9:00~17:00 無料　※7日は16 時まで 池坊　八女支部

（奈須）
090・5924
8601

2/13 ㈯ 若宮流  初舞会 はちひめ 13:00 無料 若宮会（南） 32・3766

2/14 ㈰ 歌・舞・候 ○組(WAGUMI) 大衆演劇 ハーモニー 12:30（全席自由）3,000 円（当日500円増）岩永企画
0957・
22・8779

2/18 ㈭
生活習慣病予防講演会
演題：「脂質異常症の予防について」
～動脈硬化や高血圧との関係～
講師：黒岩外科医院 院長黒岩光医師

はちひめ
14:00

~
15:30

無料
※参加ご希望の方は 2/12(金)

までにお申込みください。
健康推進課 23・1352

おりなす八女   イベント情 報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

平成28年

スペシャル歌謡企画vol.1

4 /24 (日)
１8:30 開演

前川 清 ショー

ハーモニーホール

～数々のヒット曲と楽しいトーク 前川ワールド満載 ～

一　般 4,500円                                              
友の会 4,000円                                           

福岡県立輝翔館中等教育学校吹奏楽部

第10回定期演奏会

平成28年度「おりなす友の会」

（おりなす八女が指定する公演チケット）
●チケットの優先予約・割引購入 ◦友の会限定企画のご案内 ◦公演予定や情報誌の送付

個人会員（新規）2,000円・（継続）1,500円 家族会員 1,000 円（１人につき）≪年 会 費≫
≪会員特典≫

入会受付中

 チケット発売 一 般 発 売    1月30日(土)～

（全席指定)                                               

主催・お問合せ：輝翔館中等教育学校吹奏学部 ☎42・1917

1 /24 (日) １4:30 開演 ハーモニーホール
主催・お問合せ：西日本短期大学附属高等学校 ☎23・5662

2 /28 (日)
アドヴァンスド・ミュージック・ギャラリー 八女学院中学・高等学校吹奏楽部

（全席自由)
一般 2,000円

友の会1,500円

高校生以下 800円

(当日500円増)                                                                                           

(当日200円増)                                                                                           

ディズニープリンセスメドレー
ルパンⅢ世
私のお気に入り

ミスサイゴン
Swing,Swing,Swing　ほか

■１部 AMG × YMG
■３部 AMG × YMG
■２部 AMG ステージ

発売中
 チケット

１5:00 開演

プロのミュージシャンと
八女学院のコラボレーション

×
MEETS

ハーモニーホール

1 /31(日)
１3:30 開演
ハーモニーホール

西日本短期大学附属高等学校吹奏楽部

第3回 定期演奏会

入場無料入場無料

Ⅰ部 クラシック
Ⅱ部 ポップス
Ⅲ部 マーチング

ゲスト
岩尾浩史

ゲスト
櫻野 貴史



　
障
害
者
週
間
を
迎
え
た
12
月
５

日
㈯
、総
合
体
育
館
で
ア
ダ
プ
テ
ッ

ド
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、

し
ょ
う
が
い
者
や
高
齢
者
、
子
ど

も
等
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
新
し
く
作
ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
の
教
室

に
は
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
と
し
ょ
う

が
い
者
事
業
所
利
用
者
等
80
人
が

参
加
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
楽
し
く

交
流
し
ま
し
た
。。

  上陽町の「蓮の実団地」利用者と職員が12
月５日㈯、障害者週間に合わせ清水町公園の
清掃活動を行いました。清掃活動を希望した
16人と職員５人が参加。一生懸命作業をし、
軽トラック１台分のゴミを集めることができまし
た。皆さんお疲れさまでした。

　
八
女
市
未
来
づ
く
り
協
議
会
は

12
月
３
日
㈭
・
４
日
㈮
、
熊
本
県

下
益
城
郡
美
里
町
で
視
察
研
修
を

行
い
、
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
等
か
ら
47
人
が
参
加
し
ま
し

た
。『
フ
ッ
ト
パ
ス
』
と
は
森
林
や
田

園
地
帯
、
古
い
街
並
み
な
ど
、
地
域

に
昔
か
ら
あ
る
あ
り
の
ま
ま
の
風
景

を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
小こ

径み
ち

の
こ
と

で
、
地
域
が
守
っ
て
き
た
地
域
に
し

か
な
い
魅
力
と
そ
の
地
域
の
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
る
こ
と
で
す
。
歩
く
こ

と
で
見
え
て
く
る
そ
の
地
域
な
ら
で

は
の
風
景
や
、
そ
れ
を
守
っ
て
き
た

地
元
の
人
と
の
温
か
な
触
れ
合
い
が

フ
ッ
ト
パ
ス
の
楽
し
み
で
す
。

　
10
月
に
八
女
市
で
開
催
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
研
修
会
で
講
演
し
て
い

た
だ
い
た
美
里
町
フ
ッ
ト
パ
ス
協
会

の
井
澤
る
り
子
副
会
長
と
、
現
地
ガ

イ
ド
の
井
津
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

話
を
伺
い
な
が
ら
、
約
５
㌔
の
コ
ー

ス
を
歩
き
、
景
色
、
会
話
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
、
途
中
で
は
「
お
も

て
な
し
」
と
な
る
「
軽
ト
ラ
カ
フ
ェ
」

を
体
験
、
手
作
り
の
お
ま
ん
じ
ゅ
う
、

地
元
で
採
れ
た
野
菜
、
漬
物
な
ど
が

出
さ
れ
、
地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流

も
行
い
ま
し
た
。
歩
く
人
と
の
交
流

を
通
し
て
地
域
が
元
気
に
な
る
、
歩

い
て
も
ら
う
こ
と
で
地
域
の
良
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
地
域
の
人

の
特
技
を
生
か
し
た
活
躍
の
場
が
で

き
る
、
経
費
を
か
け
ず
あ
る
も
の
を

活
用
し
て
楽
し
め
る
な
ど
、
地
域
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
同
協
議
会
の
野
中
鐵
也
副

会
長
は
「
各
地
域
に
あ
る
文
化
な
ど

の
宝
を
再
発
見
し
て
、
住
民
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

美
里
町
の
フ
ッ
ト
パ
ス
を
体
験

　
八
女
市
未
来
づ
く
り
協
議
会
視
察
研
修

　
忠
臣
蔵
で
知
ら
れ
る
赤
穂
隊
四

十
七
士
の
一
人
、
寺
坂
吉
右
衛
門
の

墓
が
あ
る
一
念
寺
（
豊
福
）
で
12
月

14
日
㈪
、
義
士
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
元
禄
15
年
（
１
７
０

２
年
）
赤
穂
浪
士
の
討
入
り
の
日

に
あ
わ
せ
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
参
加
し
た
人
た
ち
は
当
時
を

偲
び
吉
右
衛
門
の
墓
に
手
を
合
わ

せ
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
当
時
の
討
入
り
後

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
ち
な
ん
で
、
一
念

寺
か
ら
参
加
者
に
お
粥
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。
家
族
で
参
加
し
た
女

性
は
「
母
か
ら
話
を
聞
き
初
め
て
お

参
り
し
ま
し
た
。
八
女
の
地
に
赤
穂

浪
士
と
縁
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
歴

史
を
感
じ
な
が
ら
お
墓
に
手
を
合

わ
せ
ま
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

討
ち
入
り
の
日
に

一
念
寺
で
義
士
祭

ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ

体
験
教
室
を
開
催

「蓮の実団地」利用者と
職員で公園の清掃活動

寺坂吉右衛門の墓に手を合わせる人たち

清水町公園の清掃お疲れさまでした

軽トラカフェのおもてなし

フットパスで風景や会話を楽しむ

アダプテッドスポーツで交流しました

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています
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